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	2018年8月28日の環境省の報道発表にて、GOSAT（Greenhouse Gases Observing Satellite）−2（温室効果ガス観測技術衛星2型、愛称「いぶき2号」）が2018年10月29日（月）13時08分～13時20分（日本標準時）に種子島宇宙センターからH−IIAロケット40号機で打ち上げられることが正式に発表されました。普段は一般に公開されている宇宙センターも打ち上げ当日は非公開になり、打ち上げ時は発射場から3 km圏内には人が立ち入ることができません。宇宙センター内の...
	ロケットの打ち上げは発射場の天候に大きく左右されることから、打ち上げ2日前まで打ち上げ決行の連絡が来ず、種子島までのフライトのチケットが届いたのもギリギリでしたが、予定通り28日夜に鹿
	児島空港に移動し、翌29日早朝に種子島に入りました。種子島空港は島の中央部にあるため、南端に位置する宇宙センターまでは関係者とともに観光バスで移動です。当日は天候に恵まれ、まさに絶好の打ち上げ日和、途中で物産館や鉄砲伝来の碑に立ち寄りましたが、上着を着ていると汗ばむくらいの陽気で、関係者が皆、心地よい明るい気分のまま宇宙センターに到着しました。
	まず、宇宙センターの一般向けの見学施設を見学し（発射場から3 km圏内に位置するため、打ち上げのカウントダウンが開始されると立ち入ることができなくなります）、その後、宇宙センターのカフェテリアで、省庁関係者、企業関係者、GOSAT−2と相乗りの小型衛星の開発者の大学教員の方々と共に、JAXA担当者からロケットの詳細な打ち上げ工程とGOSAT−2ミッションについての説明を受けました。説明が終わり、打ち上げのカウントダウンの放送が流れてくると心臓がドキドキしてきました。13時少し前になるといよいよヘル...
	打ち上げの約16分後に、GOSAT−2が正常に分離されたことが確認され、約24分後に相乗り衛星としてGOSAT−2と同時に打ち上げられたUAEドバイの政府宇宙機関であるMBRSC（Mohammed bin Rashid Space Centre）の観測衛星KhalifaSatも正常に分離されたことが確認され、H−IIAロケット40号機の打ち上げミッションは成功しました（他の相乗り小型衛星も無事に分離に成功したようです）。GOSAT−2は、翌30日に、太陽電池パドルの電力発生、地上との通信、姿勢制御...
	（齋藤尚子）
	打ち上げの様子
	■■■■■ リモートセンシング学会参加報告 ■■■■■
	2018年11月5日から8日にかけてシンガポールのセントーサ島で開催された、OSA Light, Energy and the Environment Congressに参加し、招待講演を行いました（会議の詳細は、https://www. osa.org/en-us/meetings/osa_meetings/osa_light_energy_and_the_environment_congress/ から参照できます）。シンガポールのセントーサ島は有名な観光地で、島がまるごとリゾート地になってい...
	OSAはアメリカ光学会で、かつては「The Optical Society of America」と表記されていましたが、今は「The Optical Society」と表記されており、アメリカの一学会ではなく世界的な組織であることがより意識された学会となっています。ちなみに、2018年ノーベル物理学賞を女性として55年ぶりに受賞されたDonna Strickland博士はかつてOSAの会長を務めておれました。OSAが主催する本年の「2018 Topical Meetings」は、「Fourier...
	（齋藤尚子）
	会議が行われたコンベンションセンターの入口

